
○
永
福
寺
所
蔵
文
書 

 
 

東
郷
町
長
江 

 

一
〇
一 

音
田
家
覚
書
（
抄
） 

(

表
紙
欠)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

 
(

一
七
二
七)

 

一
、
我
等
寄
進
致
シ
一
宮
鳥
居
之
銘
ニ
享
保
十
二
年
末
九
月
吉 

 

日
、
願
主
音
田
九
郎
右
衛
門
重
政
と
有
之
候
、 

(

一
七
二
九)

 

一
、
一
宮
拝
殿
ハ
享
保
十
四
年
酉

九
月
十
日
よ
り
取
懸
り
十 

一
月
十
九
日
ニ
成
就
、
惣
入
料
拾
四
石
壱
升
五
合
、
銀
九
匁 

五
分
具
書
付
此
所
ニ
有
、 

(

一
七
三
一)

 

享
保
十
六
長
江
村
蒲
江
改
之
事 

一
、
二
月
廿
七
日
上
浅
津
幸
四
郎
、
大
庄
屋
福
庭
孫
左
衛
門
方 

 

へ
被
参
候
て
、
此
方
へ
立
寄
物
語
ニ
ハ
去
冬
松
崎
勝
部
や
勘 

 

右
衛
門
、
吉
田
や
利
兵
衛
、
上
浅
津
六
郎
兵
衛
右
三
人
よ
り 

 

長
江
村
戸
崎
よ
り
上
浅
津
村
浜
田

ノ 

間 

、 

御
新
田
へ
奉 

 
 

願
、
其
願
書
之
文
句
ニ
高
廿
弐
町
之
御
年
貢
、 

三
つ
免
ニ
て 

 

指
上
ヶ
、
其
後
御
新
田
追
々
ニ
出
来
致
さ
せ
、
御
見
分
之
上 

 

ニ
て
御
年
貢
指
上
ヶ
可
申
と
御
願
申
候
得
ハ
、
則
秋
山
半
内 

 

様
、
人
見
左
市
右
衛
門
様
、
北
村
市
右
衛
門
様
冝
敷
御
聞
届 

 

御
新
田
ニ
被
仰
付
候
間
、
各
よ
り
も
願
書
指
上
ヶ
被
申
候
て 

 

可
然
と
内
意
被
申
候
よ
し
、
仍
て
早
々
願
書
相
調
、
か
ま
す 

 

所
持
之
面
々
、
長
江
村
よ
り
一
通
、
上
浅
津
よ
り
一
通
指
上 

 

ヶ
申
候
、
大
庄
屋
長
瀬
兵
左
衛
門
ハ
奥
書
加
判
甚
い
や
か
り 

 

被
申
候
得
共
、
孫
左
衛
門
ハ
す
ゝ
め
被
申
、
早
々
両
通
共
ニ 

 

両
大
庄
や
奥
書
加
判
候
て
鳥
取
へ
指
上
ル
（
下
略
）、 

 



ぎ
ん 

 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
(

一
七
四
七)

 

一
、
小
吟
ノ
本
復
祝
イ
延
享
四
丁
卯
正
月
廿
七
日
よ
り
同
廿
八 

 

日

も
ち
つ
き
、
村
中
五
拾
八
軒
配
ル
、
呼
請
人
数
此
所
ニ 

 
 

有
、
他
所
も
ち
配
り
書
付
有
、
他
所
廿
壱
軒
、
二
口
合
七
拾 

 
九
軒
有
、
呼
人
四
拾
人
有
、 

(

一
七
四
八)

 

一
、
延
享
五
年
戊
辰
の
春
、
殿
様
甲
州
之
御
普
請
御
請
取
被
遊 

 

候
て
、
御
用
銀
余
計
懸
ル
、
我
等
分
壱
貫
五
百
目
、
は
な
み 

 

喜
兵
衛
三
百
目
、
伊
三
郎
分
弐
百
五
拾
目
壱
所
ニ
し
て
以
上 

 

弐
貫
五
拾
目
、
は
い
ふ
き
や
せ
わ
や
き
ニ
て
か
り
遣
ス
、 

女
共
、
善
左
衛
門
西
国
順
礼
之
事 

(

一
七
五
〇)

 

一
、
寛
延
三
か
の
へ
午
三
月
十
一
日
ニ
発
足
、
五
月
四
日
ニ
帰 

 

ル
、
日
数
六
十
二
日
也
、
女
共
ハ
四
十
五
才
、
善
左
衛
門
ハ 

十
七
才
、
藤
二
郎･

平
右
衛
門
ハ
三
十
弐
才
、
作
廻
人
ニ
ハ
長 

わ
た
左
二
兵
衛
六
十
才
也
、
旅
銀
は
不
残
金
子
ニ
致
、
女
共･

 

善
左
衛
門
帯
ニ
入
さ
せ
申
候
、

壱
貫
四
百
三
匁
七
分
五
厘
、

内 

五
百
拾
壱
匁
八
分
八
厘 

(

銀
ニ
直
シ)

 

取
帰
ル
、
残
る
八
百
九 

(

マ
マ)

 

拾
壱
匁
弐
厘
つ
か
い
申
候
、

高
野
山
へ
滞
留
ニ
て
、

先
祖
之
位 

牌
ニ
焼
香
致
、
朝
熊
へ
参
詣
、
和
歌
山
等
ニ
参
詣
致
、
祭
日
ハ 

四
月
十
七
日
の
よ
し
、
み
や
け
の
配
も
ん
百
三
拾
四
軒
有
、 

御
郡
中
人
数
之
事 

一
、
弐
千
五
百
七
十
三
人 

 
 
 

灘
辺
七
ヶ
村 

一
、
千
三
百
弐
人 

 
 
 
 
 
 

舎
人
谷
九
ヶ
村 

一
、
九
百
五
拾
三
人 

 
 
 
 
 

東
郷
十
ヶ
村 

一
、
千
四
百
四
拾
三
人 

 
 
 
 

埴
見
郷
八
ヶ
村 

一
、
三
千
六
百
四
十
五
人 

 
 
 

羽
合
十
ヶ
村 



一
、
千
六
百
壱
人 

 
 
 
 
 
 

西
郷
十
壱
ヶ
村 

一
、
五
千
八
百
九
人 

 
 
 
 
 

山
中 

合 

壱
万
七
千
三
百
廿
六
人 

 
 

百
三
ヶ
村 

 
 
 

(

一
七
五
一)

 

寛
延
四
閏
六
月
廿
三
日
鳥
取
仕
立
物 

一
、
弐
匁
五
分 

 

夏
は
か
ま
仕
立
ち
ん 

一
、
七
分 

 
 
 

も
じ
か
た
き
ぬ 

〃 

一
、
三
匁 

 
 
 

あ
さ
上
下 

 
 

〃 

一
、
三
分 

 
 
 

こ
し
抜
代
、
但
弐
ま
い
也 

 
 
 

右
ハ
長
和
田
佐
吉
よ
り
調
く
れ
申
候
、 

(

一
七
五
二)

 

一
、
長
江
村
御
水
帳
御
書
ハ
宝
暦
弐
壬
申
二
月
、
理
助
庄
や
役 

 

ノ
時
也
、
筆
者
我
等
也
、
奥
書
判
人
ハ
庄
や
理
助
、
年
寄
治 

 

兵
衛
・
茂
左
衛
門
、
頭
百
姓
市
右
衛
門
・
七
郎
兵
衛
以
上
五 

 

人
也
、
紙
数
百
七
拾
壱
枚
也
、
然
所
ニ
宝
暦
八
年
戊
寅
二
月 

 

ハ
御
新
法
御
条
目
御
出
之
時
、
清
右
衛
門
存
寄
ハ
、
右
之
帳 

 

面
右
之
判
人
有
之
候
て
ハ
、
若
シ
御
奉
行
様
方
御
覧
之
時
、 

 

可
悪
敷
と
被
申
候
て
、
庄
や
彦
三
右
衛
門
右
之
面
々
七
郎
兵 

 

衛
替
り
ニ
て
、
宇
助
以
上
五
人
被
呼
寄
相
談
致
シ
、
い
つ
れ 

 

も
相
談
、
尤
武
助
も
被
呼
寄
、
是
も
相
談
之
上
ニ
て
、
右
判 

 

有
之
紙
ヲ
壱
枚
取
り
申
候
、
然
共
上
紙
ニ
百
七
拾
壱
枚
と
申 

 

事
候
、
書
直
シ
ハ
不
致
候
故
、
壱
枚
相
違
有
之
候
、 

(

一
七
五
八)

 

宝
暦
八
戊
寅
二
月
廿
五
日
ニ
印 

一
、
伊
勢
様
よ
り
銀
子
御
無
心
ニ
付
、
田
中
誰
右
衛
門
様
御
出 

(

一
七
五
七)

 
 

候
、
宝
暦
七
丁
丑
十
二
月
十
六
日
晩
、
御
家
来
弐
人
也
、
板 

尾
へ
御
出
御
帰
り
懸
ヶ
ニ
て
一
夕
御
留
り
、
翌
朝
御
帰
、
武 



助
ヘ
ハ
み
や
け
ニ
御
笠
、 

旦
 

様
和
泉
様
之
御
筆
布
袋
ノ
懸 

ヶ
物
被
遣
、
（
下
略
）
、 

(

一
七
二
一)

 

一
、
当
国
一
宮
大
明
神
御
神
躰
、
享
保
六
辛
丑
九
月
出
来
、
再 

し
ょ
う
ご
ん  

（
一
七
八
九
） 

 

荘
厳
ハ
寛
政
元
己
酉
ノ
六
月
致
ス
、
仏
師
は
倉
吉
西
尾
豊
朝 

 

也
、
御
壱
躰
四
拾
匁
宛
ニ
て
彩
色
致
ス
、
但
し
銀
札
壱
匁
百 

 
 

文
替
之
節
也 

、 
外
弐
匁
三
分
弐
り
ん
仏
師
並
弟
子
共

 

ニ 

弐 

 
  

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

め
し
た
き
に
ん 

 

人
、
一
宮
え
逗
留
申
飯
焼
人
入
用
也
、
御
壱
体
四
日
ツ
ヽ
の 

 

積
ニ
て
廿
四
日
ニ
致
成
就
、
六
月
二
日
よ
り
取
懸
り
同
廿
五 

 

せ
ん
ぐ
う 

日
ニ
相
済
也
、
御
迁
宮
は

六
月
十
五
日
也
、 

 

壱 
 
 
 
 
 
 
 

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
ノ 

 
 
 
 
 
 

長
江
村
傳
七
也 

一
御
本
社
下
照
姫
命 

  
 
 
 

再
荘
厳
三
代
傳
七
也 

 

二 

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
内
村
吉
左
衛
門
同
村
長
兵
衛 

一
事
代
主
命  

  
  
  
  
 
  

 
 

福
永
村
太
郎
右
衛
門
荘
厳
も
右
三
人 

 
 

 

三 

タ
ケ
ミ
ナ
ガ
タ
ノ 
 
 
 
 

施
主
藤
津
村
惣
兵
衛
也
再
荘
厳 

 
 
 
 

 

一
健
御
名
方
命 

 
 

同
村
喜
助
同
村
伊
兵
衛
両
人
也 

  

四 

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ  

 
 
 
 
 
 
 

施
主
倉
吉
淀
屋
孫
三
郎 

 

一
少
彦
名
命 

 
 
 

再
荘
厳
同
人
四
代
孫
幸
次
郎 

  

五 

ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
ノ  

 
  
  

 

施
主
長
江
村
九
郎
右
衛
門
再
荘
厳
孫
ノ
幸 

 

一
天
稚
彦
命 

 
 
 

三
郎
十
六
才
之
時
也
親
弥
十
郎
取
作
廻
也 

施
主
人 

施
主
人 



  

六 

ア
ジ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
ノ 

 
 

施
主
弟
茂
右
衛
門
荘
厳
忰
與
七
也 

 

一
味
耜
高
彦
根
命 

 

施
主
書
何
も
御
神
躰
台
座
下
ニ
有
也 

 
右
六
躰
荘
厳
成
就
之
上
、
仏
師
へ
祝
儀
と
し
て
氏
子
中
よ
り 

三
拾
目
遣
ス
、 

迁
宮
は
惣
氏
子
よ
り
致
ス
、 

御
神
躰
建
立
、 

辛
丑
よ
り
今
己
酉
 

六
十
九
年
ニ
成
、
此
時
内
陣
玉
殿
初
テ 

 

建
立
、
長
江
村
庄
左
衛
門
同
女
房
、
同
女
房
兄
田
後
村
多
八 

 

郎
施
主
也
、 

一
、
長
江
・
田
後
・
長
瀬
・
水
下
・
久
留
・
布
河
・
下
浅
津
・ 

 

上
浅
津
八
ヶ
村
御
田
地
御
用
水
大
口
懸
り
水
、
年
々
不
自
由 

 

罷
成
候
ニ
付
、
年
々
種
々
御
願
申
上
候
得
共
、
西
郷
村
々
・ 

 

久
米
郡
大
塚
村
御
新
田
障
ニ
相
成
申
旨
、
内
々
申
上
候
付
一 

 
(

一
七
九
四)

 

 

向
御
聞
届
不
被
為
仰
付
候
所
、
寛
政
六
甲
寅
ノ
夏
前
代
未
聞 

 
 
  
 

か
ん
ば
つ 

 

之
永
旱
 

に
て
及
大
渇
水
難
儀
、
依
之
分
水
御
奉
行
御
出
被 

 

下
候
様
御
願
申
上
候
所
、
御
下
奉
行
太
四
郎
と
申
仁
御
越
被 

 

成
、
色
々
御
工
面
被
下
候
得
共
、
六
月
中
旬
よ
り
七
月
十
三 

 

日

ハ
水
少
も
下
り
不
申
、
上
浅
津
并
久
留
御
新
田
、
当
村 

 

当
作
六
拾
余
町
之
内
ニ
只
た
な
だ
清
水
出
四
人
尻
之
外
、
水 

 

一
滴
も
無
之
、
稲
葉
枯
殊
之
外
見
苦
敷
相
成
候
所
、
七
月
十 

 

三
日
ノ
夕
よ
り
同
十
四
日

大
雨
降
り
、
夫
よ
り
次
第
潤
沢 

 

宜
候
ニ
付
、
無
下
ニ
捨
り
候
所
も
無
之
、 

相
応
之
立
毛
ニ
相 

 
 

成
候
得
共
、
存
外
こ
な
し
口
不
宜
、
迷
惑
致
し
候
得
共
、
御 

 

検
見
等
も
御
願
不
申
上
、
御
年
貢
上
納
仕
候
、 

 

右
ニ
付
八
月
初
方
、
右
八
ヶ
村
庄
屋
中
私
宅
え
相
招
、
私
よ 

 

り
談
候
は
、
年
々
御
用
水
難
儀
願
村
々
よ
り
被
致
候
得
共
、 



 

西
郷
辺
よ
り
相
障
申
ニ
付
御
聞
届
不
被
為
仰
付
候
間
、
今
般 

 

相
改
、
左
之
通
ニ
御
歎
申
候
は
御
評
儀
も
可
被
為
仰
付
哉
ニ 

 

存
候
、
其
趣
意
ハ
大
塚
堰
え
障
り
不
申
様
、
上
井
村
下
よ
り 

 
羽
合
懸
り
御
用
水
別
井
手
ニ
仕
、
尤
八
ツ
屋
前
石
鳩
え
大
樋 

 
ヲ
入
、
此
所
ニ
新
樋
を
上
ヶ
大
口
捨
り
水
を
請
ヶ
、
右
大
樋 

 
 

ニ
て
羽
合
井
手
え
水
を
入
候
は
水
沢
山
ニ
相
成
可
申
間
、
左 

 

候
得
は
大
塚
御
新
田
分
水
上
井
村
新
井
手
口
ニ
て
、
相
応
ニ 

 

相
分
り
候
故
、

 

水
之
多
少
相
応
懸
り
可
申
間
、

 

此
通
ニ
御
願 

 

申
上
候
は
差
テ
障
り
申
村
々
も
有
之
間
敷
、
御
聞
届
も
宜
敷 

 

可
有
之
旨
申
候
所
、
何
れ
も
至
極
宜
敷
と
被
申
候
付
、
此
儀 

 

決
定
致
し
兎
角
諸
事
私
引
請
取
斗
呉
候
様
相
頼
被
申
ニ
付
、 

 

則
受
込
夫
よ
り
長
和
田
村
宇
右
衛
門
并
文
吉
・
当
村
権
兵
衛 

 

右
三
人
相
談
相
手
ニ
相
頼
、
則
願
書
相
調
、
大
庄
屋
長
瀬
村 

 

戸
崎
市
左
衛
門
殿
え
差
出
取
次
被
下
候
、
此
時
当
村
庄
屋
は 

 
 

忰
幸
三
郎
行
年
廿
一
才
也
、
田
後
村
庄
屋
ハ
次
郎
兵
衛
、
長 

 

瀬
村
庄
屋
は
彦
次
郎
・
同
孫
右
衛
門
也
、
水
下
村
庄
屋
は
六 

 

左
衛
門
、
久
留
村
庄
屋
は
惣
助
、
布
河
村
庄
屋
ハ
庄
兵
衛
、 

 

下
浅
津
庄
屋
ハ
清
左
衛
門
、
上
浅
津
庄
屋
は
六
郎
左
衛
門 

 

也
、 

 

此
六
郎
左
衛
門
儀
、
年
々
御
新
田
御
役
人
様
方
え
出
入
仕
候 

 

ニ
付
、
御
役
人
様
方
え
手
寄
宜
候
ニ
付
、
則
右
六
郎
左
衛
門 

 

を
以
御
吟
味
役
森
唯
七
様
、
御
郡
奉
行
菅
平
太
夫
様
、
御
新 

 

田
方
様
え
御
内
分
歎
申
上
候
所
、
御
呑
込
宜
候
、
此
年
倉
吉 

 

入
口
往
古
之
御
蔵
跡
石
土
手
御
普
請
被
為
仰
付
、
六
月
十
九 

 

日
よ
り
閏
十
一
月

三
郡
寄
御
丁
場
也
、
此
所
え
御
出
浮
之 

 

大
奉
行
安
田
惣
右
衛
門
様
・
石
谷
嘉
平
次
様
え
下
見
分
被
為 

 

仰
付
、
九
月
十
九
日
ニ
右
御
両
人
様
願
場
所
被
遊
御
見
分
、 

 
 

是
又
御
呑
込
宜 

ニ 

付 

、 

翌
卯
春
御
吟
味
役
杉
原
甚
右
衛
門 



 
 

様
、
御
普
請
御
積
り
御
役
石
原
良
助
様
、
御
新
田
方
安
田
惣 

 

右
衛
門
様
・
上
田
九
兵
衛
様
、
御
下
役
園
右
衛
門
様
、
御
普 

 

請
大
奉
行
北
尾
嘉
左
衛
門
様
、
右
様
方
二
月
十
四
日
鳥
府
御 

 
出
立
ニ
て
橋
津
え
御
止
宿
、
翌
十
五
日
大
塚
堰
よ
り
福
庭
前 

 
大
樋
口

 

、
八
ツ
屋
前
石
土
手

 

、
小
山
ヶ
鼻
唐
樋
并
荒
手
大
口 

 
 

堰

悉
被
為
御
見
分
、
久
米
郡
大
庄
屋
円
谷
村
内
海
清
右
衛 

 

門
宅
え
御
止
宿
ニ
て
、
両
郡
役
へ
左
之
通
被
為
仰
付
、
難
有 

 

御
請
申
上
候
、 

一
、
只
今

ノ
大
塚
堰
ヲ
弐
拾
間
斗
も
上
え
上
ヶ
、
両
郡
役
請 

 

合
候
上
、
致
分
水
、
以
来
論
不
致
様
、
尤
羽
合
之
御
田
地
障 

 

り
ニ
不
相
成
様
可
致
事
、 

一
、
福
庭
前
樋
ノ
口
は
、 

東
ノ
口
ヲ
打
西
ノ
口
ヲ
明
ヶ
、 

是
又 

 
 

以
来
水
上
よ
り
差
障
り
致
間
敷
事
、 

一
、
八
ツ
屋
前
石
土
手
え
大
樋
を
入
、
大
川
ニ
新
堰
を
上
ヶ
可 

 

被
為

□
被
為
仰
付
候
事
、 

一
、 

小
山
ヶ
鼻
唐
樋
ノ
元
、 

荒
年
年
々
水
洩
、 

留
り
不
申
ニ 

 

付
、
切
石
を
以
御
直
し
可
被
為
遣
候
事
、 

 

右
之
趣
被
為
仰
付
、
則
御
普
請
御
奉
行
北
尾
嘉
左
衛
門
様
御 

 

普
請
被
為
遣
候
、
右
御
普
請
出
来
書
上
写
し
此
所
ニ
有
、 

一
、
右
之
通
ニ
被
為
仰
付
候
所
、
八
月
廿
七
日
よ
り
同
廿
九
日 

 


大
雨
洪
水
ニ
付
、
右
新
塞
并
小
山
ヶ
鼻
唐
樋
不
残
流
、
小 

 

山
ヶ
鼻
大
渕
と
相
成
り
、
依
之
又
々
御
用
水
懸
り
之
御
普
請 

 

被
為
仰
付
、
北
尾
嘉
左
衛
門
様
九
月
十
七
日
よ
り
御
取
懸
り 

 

被
成
候
、
右
洪
水
因
州
大
水
ニ
て
御
城
下
大
変
也
、 

 
 
 

（
下
略
） 

 
(

こ
の
文
書
は
、
元
帝
塚
山
大
学
学
長
・
故
音
田
正
巳
の
解
読
書
に 

よ
る
） 

 
 


